
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
）
の
代
表
的
な
資
料
群
の
一
つ
に

「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、主
に
中
世
か
ら
近
世

に
か
け
て
活
躍
し
た
公
家
の
広
橋
家
が
所
蔵
し
た
資
料
群
で
、
広
橋
家
か
ら

東
洋
文
庫
を
経
て
歴
博
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
広

橋
家
の
歴
代
当
主
の
自
筆
日
記
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
鎌
倉
時

代
後
期
の
広
橋
家
の
当
主
だ
っ
た
藤
原
兼
仲
の
も
の
が
あ
る
。

　

兼
仲
の
自
筆
日
記
は
、
一
年
の
暦
を
記
し
た
具ぐ

ち
ゅ
う
れ
き

注
暦
に
記
入
さ
れ
た
暦れ
き

記き

と
文
書
紙
背
を
料
紙
に
利
用
し
た
日ひ

次な
み

記き

か
ら
な
る
が
、
歴
博
で
は
東
洋
文

庫
で
の
呼
称
を
継
承
し
て
前
者
を
『
兼
仲
卿
暦
記
』、
後
者
を
『
兼
仲
卿
記
』

と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
両
者
を
区
別
せ
ず
、『
勘か

ん
ち
ゅ
う
き

仲
記
』
の

名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
は
、
兼
仲
が
蔵
人
・
弁
官
を
歴
任
し
て

中
納
言
に
至

り
、
勘か

解で

由の

小こ
う

路じ

中
納
言
と
称

さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
称
号
の

「
勘
」と
兼
仲
の

「
仲
」を
と
っ
た

も
の
で
あ
る
。

現
在
、
暦
記
は

文
永
十
一
年

（
一
二
七
四
）・

弘
安
七
年
（
一

二
八
四
）・
正
応

元
年
（
一
二
八

八
）・
永
仁
二
年

（
一
二
九
四
）の

そ
れ
ぞ
れ
一
年

分
（
永
仁
二
年

巻
は
二
巻
に
分

巻
）
と
正
安
二

年（
一
三
〇
〇
）

正
月
四
日
〜
三
月
二
十
九
日
の
断
簡
三
巻
の
計
八
巻
、
日
次
記
は
建
治
元
年

（
一
二
七
五
）十
月
巻
か
ら
永
仁
二
年
三
月
巻
ま
で
の
七
十
七
巻
が
あ
る
。
文

永
十
一
年
を
除
い
て
、
暦
記
と
日
次
記
は
同
時
並
行
的
に
用
い
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

現
存
す
る
日
記
は
、
兼
仲
が
三
十
一
歳
の
文
永
十
一
年
か
ら
で
あ
る
が
、

同
年
六
月
四
日
の
自
宅
火
災
の
記
事
の
な
か
に
「
予よ

の
抄し

ょ
う

物も
つ

已い

下か

の
愚ぐ

記き

・

細こ
ま

々ご
ま

の
書
籍
、
一い
っ

紙し

を
残
さ
ず
灰か
い

燼じ
ん

と
化
す
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
前
か
ら
日
記
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
散
逸
し
た
部
分
も
少
な
く

な
い
が
、正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
に
至
る
ま
で
の
日
記
が
か
な
り
ま
と
ま
っ

た
形
で
現
存
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
公
家
政
権
の
諸
政
策
や
兼
仲
が

仕
え
た
当
該
期
の
摂
関
家
の
動
向
、
そ
し
て
こ
れ
ら
に
対
す
る
鎌
倉
幕
府
の

関
与
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
政
治
史
を

研
究
す
る
う
え
で
の
第
一
級
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ま
、
兼
仲
の
日
記
は
正
安
三
年
ま
で
現
存
す
る
と
述
べ
た
が
、
正
安
三

年
の
記
事
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
柳
原
本
『
大だ

い
じ
ょ
う
え

嘗
会
部ぶ

類る
い

』
に
逸
文
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
歴
博
所
蔵
の
兼
仲
の
自
筆
日
記
は
正
安

二
年
（
一
三
〇
〇
）
三
月
ま
で
と
な
る
。
し
か
し
実
は
、
二
〇
一
九
年
度
ま

で
正
安
二
年
の
自
筆
日
記
は
正
月
六
日
・
七
日
条
を
持
つ
暦
記
断
簡
一
巻
が

あ
る
の
み
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
〇
年
度
に
正
月
四
日
・
五
日
・
八

日
〜
二
十
一
日
条
を
持
つ
暦
記
断
簡
一
巻
が
、
二
〇
二
一
年
度
に
正
月
二
十

二
日
〜
三
月
二
十
九
日
条
を
持
つ
暦
記
断
簡
一
巻
が
市
場
に
売
り
に
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
博
が
購
入
す
る
こ
と
で
正
安
二
年
正
月
〜
三
月
の
自
筆
日

記
が
揃
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来
の
『
兼
仲
卿
暦
記
』
正
安
二

年
春
巻
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
写

本
か
ら
し
か
知
り
え
な
か
っ
た
そ
の
内
容
を
自
筆
日
記
に
よ
っ
て
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
新
た
に
購
入
し
た
双
方
の
暦
記
断
簡
は
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
紙
背
文
書
を
持
つ
と
と
も
に
、
特
に
後
者
に
は
写

本
に
見
え
な
い
二
月
十
四
日
条
・
三
月
二
日
条
・
同
四
日
条
の
裏
書
を
有
す

る
点
が
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
出
自
筆
日
記
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
七

日
に
開
幕
す
る
歴
博
の
特
集
展
示
「
中
世
公
家
の
〈
公
務
〉
と
生
活
―
広
橋

家
記
録
の
世
界
―
」
で
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。
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